
26



27



28



29



30



31



32



33



34



35



36



37



38



39



40



41



42



43



大阪河﨑リハビリテーション大学
認知予備力研究センター

                                                  作業療法学専攻の白岩圭悟講師より、「作業活動の治療的有用性　～脳波と自律神経活動
                                          を用いた検討～」と題してお話しいただいた。
                                              作業療法は、ひとの日々の生活や意味と目的のある作業を、治療や援助・支援に用いて
                                          きました。
                                              一方で、その豊かな日常性ゆえに、科学性がないという批判もうけてきました。例えば、
                                          どこにも安心感が持てない時、混乱している時、ひとは作業をすることで、何かに没頭す
                                          ることで、作業に閉じこもることで、ほっとできます。こうした作業活動による効果を神
                                          経科学的側面から捉えることが可能であろうか。この大きく広い深い研究疑問に対して、
                                          これまで私たちが取り組んだ研究を今回報告しました。
　                                           まず、作業活動への集中はリラックスへ寄与することを脳波と自律神経活動を測定する
                                          ことによって明らかにした研究を紹介しました。手工芸活動時に注意集中の指標とされる
                                          「Frontal midline theta rhythm（Fmθ）」が出現した被験者は副交感神経活動が安静時と比
                                          較して有意に増加するという研究です。これはこれまで臨床的知見として報告されてきた
                                          「作業への閉じこもり」「作業依存による鎮静効果」という概念を、神経科学的指標で確認 
                                         されたものになります。また、手工芸活動時に脳内ネットワークについて検討した論文も紹
                                         介しました。簡単な三つ編み課題を行っている際に出現した Fｍθと同期する Functional 
  Connectivity に解析した結果、各周波数において多くのネットワークを使用していることが明らかになりました。こ
  れは、手工芸活動の多目的認知や巧緻動作など、多くの脳機能を使うことを捉えたものと考えています。その他、　  
  学習効果、園芸活動、ブレインフォグに関するこれまでの研究結果を報告しました。
　    これらの研究結果を踏まえると、作業療法における手工芸活動の治療的側面は、①リラックスかつ集中した状態
  の実現⇒鎮静効果、②多目的認知を必要とする活動⇒脳の可塑性を引き出す、③Ｆｍθ出現を誘導する⇒注意集中機
  能の改善、④パフォーマンスの向上⇒ワーキングメモリの改善に繋がると考えられます。今後も作業活動の効果を、
  脳内ネットワークの変化という側面から捉えていきたいと考えています。

eserveR たよりognitiveC esearchR enterC
No.70（2024年1月）

第四十四回大阪河﨑リハビリテーション大学認知予備力研究センターセミナー

大学からの研究報告

 論文紹介

2024 年 1月 17日 ( 水 )10 時 40 分から 12時 40分、4階小講義室において第 44回 CRRC セミナーがハイブリッド形式で開催された。
河崎病院、水間病院、水間が丘、本学などから、大学院生も含め講義室に 22名の参加があり、講演を挿み大塚製薬株式会社から情報提供
が行われた。

 認知予備力研究センター長　武田雅俊先生より、「健康生成論（Salutogenesis）」と題して論文を紹介いただいた。
    健康生成論（Salutogenesis）とは、医療社会学者 Aaron Antonovsky アーロン・アントノフスキーが提唱した。病
気（病因）を引き起こす要因ではなく、人間の健康とウェル・ビーイングを支える要因に焦点を当てたアプローチを
記述するものであり、健康生成モデル（salutogenic model）は、健康、ストレス、ストレスコーピング、sense of 
coherence と関連が深い。アントノフスキーの理論は「健康 /疾病の二分による伝統的医療モデル」を排除し、健康
状態を連続変数として扱い、"health すなわち ease から dis-ease までの連続したモデルとし、さらに疾病の要因に注
目する pathogenesis に対立する概念として salutogenesis を提唱した。
① The Handbook of Salurogenesis [Internet]. Maurice B. Mittelmark
   1, Shifra Sagy 2, Monica Eriksson 3, Georg F. Bauer 4, Jürgen M. Pelikan 5, Bengt Lindström 6, Geir Arild Espnes 7 ,
       editors.
   アントノフスキーの弟子たちにより編纂された書籍でネット上でもオープンになっている。
   Chapter 1 by Maurice B. Mittelmark.
      第一章では、以下のような The Handbook of Salutogenesis の全体構成が紹介されている。 
   Chapter 2 by Bengt Lindström reviews mileposts in the development of the field from the late 1990s until today. 
   Chapter 3 by Maurice Mittelmark, Georg Bauer
       今日的な ‘salutogenesis’ の意味について 
   Chapter 4 by Avishai Antonovsky, Shifra Sagy
        Avishai Antonovsky は Aaron Antonovsky の息子。Shifra Sagy は Aaron Antonovsky の PhD 院生であり、
　     Aaron Antonovsky の伝記。
    Chapter 5 by Aaron Antonovsky Antonovsky の論文抄録であり、Salutogenic Model of Health の概要の紹介。 
    

Cham (CH): Springer; 2017. 2016 Sep 3. DOI: 10.1007/978-3-319-04600-6_2
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   Chapter 6 by Georg Bauer 
        これまでに開催された Salutogenesis 研究会の概要
  Chapter 7 by Lenneke Vaandrager 
      ヨーロッパにおける 30年間の salutogenesis 高等研究機関での活動
  Chapter 2 The Meanings of Salutogenesis の概要は以下の通り。
 “salutogenesis” は Aaron Antonovsky の著書「Health, Stress and Coping」(1979) で提唱された用語であり、いくつか
 の意味合いを持つ。最も詳しく説明されている意味として、salutogenesis とは「Health, Stress and Coping」の中で詳
 述されているモデルのことであり、人生経験が人の sense of coherence 首尾一貫感（グローバル志向）を形成するのに
 役立つと仮定している。強い sense of coherence は、ストレス要因に対処するための資源を動員し、緊張をうまく管理
 するのに役立つとされており、このメカニズムにより sense of coherence は、health Ease/Dis-ease continuumにおけ
 る人の動きを決定するのに役立つ。最も狭い意味では、salutogenesis は sense of coherence とほぼ同じともいえる。
 Salutogenesis は、salut 健康 + genesis 起源とを合わせた造語であるが、より一般的な意味では、サルトジェネシスと
 は、健康の起源に注目する学問的方向性を指す。サルトジェネシス - モデル、sense of coherence 一貫性感覚、
 orientation 方向性は、人間の経験のポジティブな側面をよりよく理解しようとする社会科学全体の発展と調和している。
 salutogenesis サルトジェネシス、positive psychology ポジティブ心理学、positive organisational behaviour ポジティ
ブ組織行動の主要概念はよく似ていることから、これらの分野における研究や実践に、salutogenis orientation サルト
ジェ ニックな方向性というレッテルを貼り、サルトジェネシスという傘の下で、学術的なアイデア包含することも可能
 である。その中でも、sense of coherence 首尾一貫性感覚という極めて具体的な考え方があり、少なくとも健康増進に
 関する文献では、サルトジェネシスのこの意味が支配的である。そのため、サルトジェネシスと sense of coherence
 首尾一貫性感覚を同一視し、首尾一貫性感覚を（サルトジェネシスモデルの一部ではなく）モデルや理論として言及す
 る人もいるほどである。 Antonovsky は saltogenesis 概念を提唱するとともに、その科学的検証のためには、測定尺度が
 重要と考えて、sense of coherence(SOC) の構造を検討し、Scale for SOC を考案した。

②AARON ANTONOVSKY, THE STRUCTURE AND PROPERTIES OF THE SENSE OF COHERENCE SCALE,

    SOC Scale は 29 項目 (13 項目の短縮版もある ) の 7段階自己記入尺度であり、把握可能感 Comprehensibility
   (11 項目 )、処理可能感 manageability(10 項目 )、有意味感meaningfulness(8 項目 ) からなり、15－20分で記入可能。
   日本語版も用意されている。

 特別講演

　                                                            関西医科大学リハビリテーション学部作業療法学科学科長　種村留美先生より、「高次脳
                                               機能障害に対する Assistive technology」と題してご講演いただいた。
                                                  私の研究テーマは、臨床と京都大学に在籍中は、高次脳機能障害を有する対象者の方の評
                                              価技法の開発や治療技法の開発を中心に行っていましたが、神戸大学に異動後から工学部や
                                              企業、地方自治体、また他大学や諸外国との交流が増え、産官学連携や国際交流の機会が増
                                              えました。2007 年に、カロリンスカ研究所の作業療法学科の先生方から高齢者に対する
                                              Everyday Technology（以下 ET）/Assistive technology（以下 AT）に関する共同研究のオフ
                                              ァーがあり、以後、2008 年から Louise Nygård 教授らが作成した ETUQ（Everyday 
                                              Technology Usage  Questionnaire,2002）を Sweden 語 （8領域、９１アイテム）から、
                                              ETUQ-Kobe(101 アイテム）を、種村研究室によって翻訳（長尾ら，作業療法学会 2009）
                                              し、高齢者、認知症者、頭部外傷や脳血管障害による高次脳機能障害者に、高齢者の ET使
                                              用状況を調査しました。
                                                  高齢者の方が認知症になっても少しでも長く自宅に住まうことができるよう、自宅に訪問
                                              し、どの ETは長く使えているのか、なぜ使えているのか、使用が困難で Assist が必要な ET
                                              は何か、止めてしまったものは何か、などの調査を行いました認知症者の ET使用の特徴と
      して、１. 忘れる、２. 使用が怖い、３. 使用を止める、４. 家族のアシストが必要、５. 新しい ET使用時のトラブル、
     ６. 古い ET は使用することができる、などの結果が得られました。
         全ての群で共通して使用することが困難であったのは、テレビのリモコンであり、他にもエアコンのリモコンの使
     用も高齢者には、暖房と冷房の設定を間違える等が見られました。そこで、我々は、エアコン、テレビ、照明の 3つ
     のリモコンを一体化したマルチリモコンを開発し、特許を得ました。このほかにも、徘徊予防センサーや認知症予防
    プログラムなどを開発し高齢者や高次脳機能障害の方に提供し、好評を得ました。当日は開発したＡＴの成果を報告
    させていただきます。

次回 ＣＲＲＣ セミナーのお知らせ

第 45回 CRRC セミナーは、2024 年 2月 28日 ( 水曜日 )10：40-12：40 に開催予定です。講演者として、公立大学
法人長野大学社会福祉学部社会福祉学科藤井博之教授（講演題未定）、本学理学療法学専攻大篭友博講師から「意識的
な運動制御に関連した神経活動と脳内における干渉」、本学作業療法学専攻堺　景子教授による論文紹介を予定してい
ます。
会場でもネットでも参加できますが、会場にご参集の方はお弁当準備の都合がありますので、事前に本学事務庶務係
<soumu@kawasakigakuen.ac.jp> にお申し込みください。

Soc. Sci. Med. Vol. 36, No. 6, pp. 725-733
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大阪河﨑リハビリテーション大学
認知予備力研究センター

                                                      理学療法学専攻の大篭友博講師より、「意識的な運動制御に関連した神経活動と脳内
                                             における干渉」と題してお話しいただいた。
                                                 大脳皮質は筋骨格系に対してトップダウンの運動命令を出力すると同時に、末梢から                          
                                             の感覚を受容し運動命令にフィードバックもする。加齢や認知症によって大脳皮質に機
                                             能異常を生じると筋骨格系の動きは悪化する。例えば高齢者や認知症患者では身体重心
                                             動揺が大きい。1973 年 Kahneman らによって提唱された注意のキャパシティ理論では
                                             脳内のリソースは限られており、必要に応じて適切に配分が成されているとされる。我
                                             々は健常者を対象として身体バランス制御と認知課題を同時施行した場合に、脳内のど
                                             の領域でどのような干渉効果が生まれるのかを fNIRS を用いて調べた。その結果片脚立
                                             位姿勢の制御は前頭前野の活動上昇を引き起こし、筋骨格系を介して重心動揺を緻密に
                                             制御すると同時に、難易度の高い記憶課題の成績も向上させることを明らかにした                      
                                             (Sugihara et al., Neuroscience, 2021)。さらに最近は、姿勢制御が顕著に難化する以下の
                                             3 つの課題を用いて、脳波の共通した変化を調べている。用いた姿勢制御課題は (1) 開
                                             眼の下で両脚立位から片脚立位へ変化、(2) 閉眼の下で両脚立位から片脚立位へ変化、
  (3) 片脚立位の下で開眼から閉眼へ変化である。8チャンネル脳波計を用いて前頭葉から頭頂葉に至る脳波
  変化を調べたところ、前頭葉のθ波パワーの増加、頭頂葉のγ波パワーの増加が 3つの姿勢制御課題に共 
  通して引き起こされることが明らかになった。姿勢制御課題の難易度が上がることによって身体重心動揺
  は大きくなるが、その周波数は高くなり内力による重心の統制力は強くなる。上に示した脳波の変化は、
  いずれも身体重心動揺の周波数上昇と強い相関関係を有していた。前頭葉θ波パワーは作業記憶の過程で、
  頭頂葉γパワーは運動イメージや運動促進の過程でそれぞれ誘導されることが報告されており、上に述べ
  た脳内における干渉効果に関わっている可能性が考えらえる。今後は経頭蓋交流電気刺激を用いた介入実 
  験によって重心動揺を制御できるかどうかを検討していく予定である。

eserveR たよりognitiveC esearchR enterC
No.71（2024年2月）

第四十五回大阪河﨑リハビリテーション大学認知予備力研究センターセミナー

大学からの研究報告

 論文紹介

2024 年 2月 28日 ( 水 )10 時 40 分から 12時 40分、4階小講義室において第 45回 CRRC セミナーがハイブリッド形式で開催
された。河崎病院、水間病院、水間が丘、本学などから、大学院生も含め講義室に 20名の参加があり、講演を挿み住友ファーマ
株式会社から情報提供が行われた。

 作業療法学専攻教授　堺景子先生より、「気候変動とメンタルヘルス」と題して論文を紹介いただいた。
①Mental Health and our Changing Climate  
      これは、ecoAmerica と米国心理学会が作成した、「メンタルヘルスと変化する気候」についてのレポー
   トである。2017 年に初版が出版され、2021 年にアップデートされている。
      長期的な気候変動の影響：気候変動の影響で、暑い日がさらに暑くなり、頻繁に発生するようになった。
   熱波はより長く、より頻繁に、そして激しくなっている。記録的な寒い日も少なくなってきている。アメ
   リカでは寒さより暑さの方が死亡者数が多い。
      熱は生理学的および心理的ストレス要因となる。これまでの研究により、気温の上昇が気分障害や不安
   障害、統合失調症、血管性認知症などの悪化に関連していたり、自殺レベルの増加と関連していることが
   報告されている。すでに心理的危機にある人々にとっては、気温の上昇はさらなるストレス源となり、対
   処能力の低下を招く可能性がある。米国全土の住民を対象とした調査では、その地域の気温が華氏 70度
   （摂氏 21度）を超えると、人々はポジティブな感情が低下し、ネガティブな感情が大きくなり、疲労感が
   増すと報告された。この影響は、気温が華氏 90度（摂氏 32度）を超えると特に顕著であった。
      ラボベースの実験とフィールドベースの調査の両方で、暑さと対人攻撃性の因果関係が実証されている。
   気温が上昇すると、人々の行動は他者に対してより攻撃的になる。暑さと暴力の関係は、興奮と焦燥感に
   対する熱の影響と、その後の注意力と自己規制の低下、そして否定的で敵対的な考えに陥ることによる可
   能性がある。気温の上昇に伴う睡眠不足も焦燥感の増加につながるという報告がある。さらに、熱は認知
   機能に悪影響を与える可能性があり、暴力を用いずに紛争を解決する能力が低下する可能性があると報告
   されている。

Impacts, Inequities, Responses 2021 Edition
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       気候変動の直接的な影響を経験していない人々の間でも、単に問題を認識するだけで、恐怖、怒り、無力
  感、疲労感などの否定的な感情を伴うことがある。これらの否定的な感情は精神疾患を引きおこすようなも
  のではないが、気候変動のゆっくりとした一見取り返しのつかない影響が展開するのを目の当たりにし、自
  分自身、子供たち、そして後の世代の将来について心配することは、ストレスと悲しみの原因となる可能性
  がある。いくつかの報告では、気候不安（気候変動に対する反応）は若年層でより一般的であり、高齢者は
  おそらく気候変動の影響を大きく受けた未来に自分たちが生きているとは思っていないため、その影響が少
  ないことを示唆している。２０１９年全国世論調査では、米国の 10代の若者の 57％が気候変動に恐怖を感
  じていると回答した。

②宮崎浩伸　地球温暖化、自然災害がメンタルヘルスに与える影響の実証分析．
   南山経済研究 38(1), 47-56, 2023
     日本を対象に、気候変動、自然災害が人々のメンタルヘルス（指標として、うつ病患者率、自殺率、犯罪
  率）にどのような影響を与えているのかを分析した。その結果、温暖化によるメンタル面での悪化や自然災
  害に起因するメンタル面での悪化により、犯罪率が上昇している可能性が示唆された。「エコ不安症」とい
  ったメンタルヘルスの悪化を防ぐ対策として、まず何より温暖化対策が必要である。その他の対策として、
  地球温暖化防止の環境活動を推進することである。さらに、地域間コミュニティや人々のつながりを持つこ
  とも有益である。

 特別講演

　                                                                  長野大学社会福祉学部教授　藤井博之先生より、「Common に着目する多職種連
                                               携へのアプローチ」と題してご講演いただいた。
                                                   1. 連携の共通基盤としての４つの共通理解
　                                                       多職種連携を可能にする条件の中で、「４つの共通基盤」すなわち、自己理
                                                       解、当事者理解、他者理解、状況理解が基盤になると考えている（臨床協働
                                                       研究会）。
                                                   2. 共通理解をどう育むか
　                                                       これらの共通理解は別々にではなく、相互に影響し合い、シナジー性をも
                                                       って育まれることがある。多職種教育 IPE(Inter Professional Education) もそ
                                                       の可能性をもつ。
                                                   3. 共通言語 Common Language とは何のことか？
　                                                         「多職種連携のコンピテンシー」の１要素にコミュニケーション（能力）
                                                      が挙げられている。そこでは「共通言語」の必要性がしばしばいわれる。共
                                                      通言語の獲得には、専門用語の共通化と、普通のことば（非専門用語）による
              意思疎通の２つのアプローチがある。「多職種カンファレンス」で使われるキーワードを分析すると、
              専門用語と普通の言葉の割合は拮抗していると思われる。ただし、いずれの場合も用語の意味（解釈）
              が職種や立場で異なることがある。むしろ、用語の意味の多義性を共有することが共通言語獲得の第一
              歩かもしれない。
       4. 共通技術としての Assistive Technology (AT)
　              Common Law、Common Disease などの例に見られるように Common は重要な概念である。共通
              （基盤）技術 Common Fundamental Technologies という概念が情報技術分野などで使われている。
             保健・医療・福祉分野でも共通技術は存在する。一例が Assistive Technologies (AT：支援技術 ) である。
             個々の ATは利用者・支援者の立場・職種によって異なる多面的な意味がある。介助用ベッド、移乗用
             リフトなどハードな技術だけでなく、移乗介助スキルなどの無形の技術についても、それを見ることが
             できる。
　             実は、多職種連携にモノ（この場合は AT）が介在することで共通理解が促進される可能性がある。
            このことは多職種教育・学習（Inter Professional Education/Inter Professional learning）に応用されて
             いるが、もっと関心をもたれてよい。
       5. まとめ
　           共通理解を育む上で、共通言語と共通技術の多義性に注目した。

次回 ＣＲＲＣ セミナーのお知らせ

第 46回 CRRC セミナーは、2024 年 4月 17日 ( 水曜日 )10：40-12：40 に開催予定です。講演者として、和歌山
県立医科大学医学部第 2生理学教室中田正範教授、本学理学療法学専攻坪田裕司教授（ともに講演題未定）、及び
論文紹介を予定しています。
会場でもネットでも参加できますが、会場にご参集の方はお弁当準備の都合がありますので、事前に本学事務庶務係
<soumu@kawasakigakuen.ac.jp> にお申し込みください。
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 人間五十年と百年人生

    織田信長は、幸若舞『敦盛』を愛し、「人間 ( じんかん ) 五十年、下天 ( げてん ) の内をくらぶれば、 夢幻
の如くなり」の部分をよく舞っていたと伝えられている。天下統一を目前にしていた信長は本能寺の変によ
り 48歳でその生涯を閉じたが、当時の日本人の平均寿命は 50年未満であった。
    幸若舞『敦盛』は、源氏と平家との争いが続いていた時代、一の谷決戦に平家総大将として初陣した若干
16歳の平敦盛を討ち取った源氏の老将熊谷直実の物語である。平敦盛が熊谷直実に追われ、平敦盛と熊谷
直実が 1対 1の立ち合いの結果、平敦盛は討ち取られたのであるが、敦盛と同い年の息子を戦で亡くして
いた熊谷直実は、敦盛を不憫に思い平敦盛の形見の品々を平家に送り届けた。平家の人々の嘆き、熊谷直実
の手紙、平敦盛の父親経盛の自筆返状などの場面に続いて、熊谷直実が出家を決意して世の中の儚さを謳い
あげる中段後半の一節は以下のようなものである。

          思へばこの世は常の住み家にあらず
          草葉に置く白露、水に宿る月よりなほあやし
          金谷に花を詠じ、榮花は先立つて無常の風に誘はるる
          南楼の月を弄ぶ輩も　月に先立つて有為の雲にかくれり
          人間五十年、下天のうちを比ぶれば、夢幻の如くなり
          一度生を享け、滅せぬもののあるべきか
          これを菩提の種と思ひ定めざらんは、口惜しかりき次第ぞ

    織田信長は後段太字部分を特に好んで演じたと伝えられている。下天（げてん）とは、仏教六道のうち
一番上の世界である天道の中で一番下の世界である四大王衆天を指している。六道とは、上から順に、天道、
人間道、修羅道、畜生道、餓鬼道、地獄道の六つの世界を指す。下天（四大王衆天）の一日は、人間界の
50年に相当するとされている。「人間 ( じんかん ) 五十年、下天 ( げてん ) のうちを比ぶれば、夢幻の如く
なり」は、人の世の 50年間は天界の時間と比すれば短いものであり、夢幻のように儚いものだというほど
の意味であり、仏教における六道の時間の流れの違いを述べているのである。人間の寿命はたった 50年と
言っているのではないが、人間 ( じんかん ) の人と間という字は、そのまま人間 ( にんげん ) 五十年とも読め
ることから、元の意味から離れて、人間（にんげん）の人生 50年という通俗的な解釈もなされてきた。

    第二次世界大戦後に日本人の平均寿命は延伸し、2023 年には男性 81.05 年、女性 87.09 年となった。
平均寿命は現在も伸び続けており、平均寿命の延伸は、世界に冠たる超高齢社会をもたらした。平均寿命の
延伸により、百歳以上高齢者 ( センテネリアン ;centenarian) の数も急速に増加している。
    わが国のセンテネリアンについては、政府による百歳以上高齢者の顕彰制度が始まった 1963（昭和 38）
年からの統計がある。
1963 年にはわずか 153 人であったセンテネリアンは、1981 年に 1千人を超え、1998 年に 1 万人、2012
 年に 5 万人、2020 年に 8 万人を越えて、2023 年には 9,2139 人となった ( 表 A)。
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    基本的には、わが国のセンテネリアン数は右肩上がりに増加してきているが、この統計値に基づいた日本
のセンテネリアン数の将来予想は、2030 年には 12万人、2039 年には 15万人となる ( 表 B)。さらに、 
2000 年生まれがセンテネリアンとなる 2100 年のセンテネリアン数を予想してみた。図に示すように、
2100 年のセンテネリアンは約 40万人となる。これは、2000 年生まれの者 (119 万人 ) の約 1/3 に相当
する。簡単に言うと、2000 年以降に生まれた者の 1/3 以上がセンテネリアンになるという予想となった。

    
    本年 3月に本学を卒業する学生たちの多くは、2000 年から 2002 年生まれの者である。したがって、彼
らの 1/3 はセンテネリアンとなると予想されるのであるが、百年人生の計画を立てて有意義な人生を送っ
て ほしいと思う。
    信長が愛した幸若舞『敦盛』には、人生を考える上での重要なヒントがある。謡の全文と現代語訳を掲
げておくので、参考にして百年人生の設計を立ててほしいものである。

          思へばこの世は常の住み家にあらず
          草葉に置く白露、水に宿る月よりなほあやし
          金谷に花を詠じ、榮花は先立つて無常の風に誘はるる
          南楼の月を弄ぶ輩も月に先立つて有為の雲にかくれり
          人間五十年、下天のうちを比ぶれば、夢幻の如くなり
          一度生を享け、滅せぬもののあるべきか
          これを菩提の種と思ひ定めざらんは、口惜しかりき次第ぞ

     ( 現代語訳 : 思えばこの世は無常である。草葉についた水滴や水に映る月より儚いものだ。晋で栄華を極
       めた金谷園（きんこくえん）も風に散り、四川・南楼の月に興じる者も変わりゆく雲に被われ姿を消し
      た。人間界の 50年など下天（化天）での時の流れと比べれば夢や幻も同然で、ひとたび生まれて滅び
      ぬものなどあるはずがない。これを悟りの境地と考えないのは情けないことだ。)
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2100年のセンテネリアン数の予想

 

年 センテネリ
アン数 年 センテネリ

アン数 年 センテネリ
アン数 年 センテネリアン数

予測
センテネリアン数
信頼下限

センテネリアン数
信頼上限

1963 153 1984 1563 2004 23038 2024 95932.47006 93682.96 98181.98

1964 191 1985 1740 2005 25554 2025 99720.14524 96124.45 103315.85

1965 198 1986 1851 2006 28395 2026 103507.8204 98582.98 108432.66

1966 252 1987 2271 2007 32295 2027 107295.4956 100997.66 113593.33

1967 253 1988 2668 2008 36276 2028 111083.1708 103351.25 118815.09

1968 327 1989 3078 2009 40399 2029 114870.846 105638.24 124103.46

1969 331 1990 3298 2010 44449 2030 118658.5211 107857.33 129459.71

1970 310 1991 3625 2011 47756 2031 122446.1963 110008.99 134883.4

1971 339 1992 4152 2012 51376 2032 126233.8715 112094.44 140373.3

1972 405 1993 4802 2013 54397 2033 130021.5467 114115.21 145927.88

1973 495 1994 5593 2014 58820 2034 133809.2219 116072.95 151545.5

1974 527 1995 6378 2015 61568 2035 137596.897 117969.29 157224.51

1975 548 1996 7373 2016 65692 2036 141384.5722 119805.84 162963.31

1976 666 1997 8491 2017 67771 2037 145172.2474 121584.13 168760.36

1977 697 1998 10158 2018 69785 2038 148959.9226 123305.64 174614.21

1978 792 1999 11346 2019 71274 2039 152747.5978 124971.73 180523.47

1979 937 2000 13036 2020 80450

1980 968 2001 15475 2021 86510

1981 1072 2002 17934 2022 90526

1982 1200 2003 20561 2023 92139

1983 1354

A B

表 (A)わが国のセンテネリアン数の推移(1963-2023)と(B)将来予想
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